
 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー  内容 

話すこと・ 

聞くこと 
▲ 

▲ 

聞き手の興味・関心などを考慮して、表現を工夫する。 

自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話す。 

書くこと ▲ 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く。 

読むこと 〇 

〇 

場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、描写を基に捉える。 

場面と場面、場面と描写などを結び付けて、内容を解釈する。 

伝統的な言語文化と国語 

の特質に関する事項 

〇 

〇 

漢字の行書の読みやすい書き方について理解する。 

漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解する。 

カテゴリー  内容 

数と式 〇 

▲ 

簡単な連立二元一次方程式を解くことができる。 

目的に応じて式を変形したり、意味を読み取ったりして、理由を説明することができる。 

図形 〇 

▲ 

証明の根拠として用いられている三角形」の合同条件」を理解している。 

筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明することができる。  

関数 〇 

▲ 

与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができる。 

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる。 

資料の整理 〇 

〇 

多数の観察や多数回の試行によって得られる確率の意味を理解している。 

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる。 

カテゴリー  内容 

エネルギー ▲ 

▲ 

課題に正対した考察を行うためのグラフを作成する技能が身についている。 

モデルを使った実験において、変える条件と変えない条件を制御した実験を計画できる。 

粒子 〇 

〇 

化学変化に関する知識及び技能を活用して分子モデルを基に化学反応式で表すことができる。 

実験結果が考察の根拠として検討し、必要な実験を指摘して、実験の計画を改善できる。 

生命 〇 

 

▲ 

予想や仮説と異なる結果が出る場合について、結果の意味を考え、観察、実験の操作や条件の

制御などの探究の方法について検討し、探究の過程の見通しをもつことができる。 

脊椎動物の外部形態の考察を行う場面において、共通点と相違点を分析して解釈できる。 

地球 〇 

 

▲ 

継続的に記録した空の様子を撮影した画像と百葉箱の観測データを天気図に関連付けて、天気

の変化を分析して解釈できる。 

地層の広がり方について、時間的・空間的な見方を働かせながら分析して解釈できる。 

【 国 語 】 

全国学力・学習状況調査より 

 

大和市立大和中学校 

学校だより 

令和４年 11 月号 

〒242-0018 

大和市深見西 7-5-1 

TEL：046-261-0892 

令和 4 年 10 月 26 日発行 

【 数 学 】 

（表中の〇は良好、▲は課題） 

【理 科 】 



良好な回答 内容 

90%↑ ・人の役に立つ人間になりたいと思う。 

・いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う。 

・友達と協力するのは楽しいと思う。 

・先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う 

70~90% ・学校に行くのは楽しいと思う。 

・自分には、よいところがあると思う。 

・困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。 

・人が困っているときは、進んで助けている。  

課題 ・平日のゲーム（TV・PC・携帯・スマホ等）2 時間以上 63.5%  そのうち 3 時間以上 41.9% 

・平日の携帯電話やスマホで SNS や動画視聴 2 時間以上 62.6%  そのうち 3 時間以上 38.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今後の主な予定 】 （R4.10.26 現在） 

3 年生：三者面談 
小中連携公開授業（5 校時） 
中学校連合文化祭：10 日英語、11 日合唱、11.12 日美術展 
期末テスト 
（16 日：美・社・音、17 日：数・技家・国、18 日：理・体・英） 
1 年生：職業講話 
生徒会立会演説会・選挙 
全学年三者面談 
2 年生：応急手当講習 
3 年生：認知症講演会 
給食最終日 
２学期終業式 

10 月 
11 月 
11 月 
11 月 
 
11 月 
11 月 
12 月 
12 月 
12 月 
12 月 
12 月 

（水~火） 
（水） 
（木~土） 
（水~金） 
 
（金） 
（水） 
（金~木） 
（木~月） 
（月） 
（水） 
（金） 

26~11/1 日 
9 日 

10~12 日 
16~18 日 

 
25 日 
30 日 

2~8 日 
8~12 日 

19 日 
21 日 
23 日 

11 月 1 日から制服（標準服）登下校に戻します 

10 月も下旬となり、今では肌寒さを感じる日々が続いております。これまで、本校では、熱中

症対策やコロナ対策としてジャージの登下校を可としてきましたが、11 月 1 日（火）より、制服

登下校に戻します。 

大変恐れ入りますが、各家庭においては制服（標準服）の準備をお願いいたします。 

【 生 活（質問紙調査より） 】 

【 本校生徒の全体的な傾向 】 

国数理とも、基本的な「知識・技能」については、身に付いている生徒の割合は多いようですが、内容や情報を的確

に捉え、自分の考えを広げ、条件に即して表現・説明する「思考・判断・表現」が苦手傾向としてみられました。 

質問紙調査からは、学校生活全般を通して良好な回答が多く自己肯定感も高い傾向がみられましたが、不安を抱える

生徒に対する支援は継続的に行ってまいります。一方、全国的課題とも考えられますが、携帯電話やスマートフォンの

使用については、一定のルールを決めるなど、1 日の生活のバランスを取りながら活用することが望まれます。 


